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研究成果の概要（和文）：　複数の人の表情から全体の雰囲気を把握するなど、複数の対象から「概要」を瞬時
に知覚する仕組みをアンサンブル知覚と呼ぶ。アンサンブル知覚の基盤となるメカニズムについて幼児やチンパ
ンジーを対象に検討し、発達や進化の視点から議論した。
　表情のアンサンブル知覚については、幼児では4,5歳頃から発達し始めるものの、成人に比べ全体を平均する
ことが難しいことを示した。色のアンサンブル知覚については、幼児では、表情のアンサンブル知覚と同様、6
歳から12歳にかけて発達的に変化すること、チンパンジーとヒトで共通のメカニズムが存在する可能性を示し
た。

研究成果の概要（英文）：The mechanism for perceiving the "summary" of multiple objects, such as 
grasping the overall atmosphere from the facial expressions of multiple people, is called ensemble 
perception. In this study, we examined the mechanism underlying ensemble perception in children and 
chimpanzees, and discussed from a developmental and evolutionary perspective. We found that the 
ensemble perception of facial expression began to develop in young children around the age of four 
or five, but it was more difficult for children to average overall than for adults. We have also 
shown that color ensemble perception changes developmentally in children from 6 to 12 years, similar
 to the ensemble perception of facial expression, and that there may be a common mechanism between 
chimpanzees and humans.

研究分野：実験心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
私たちは、群衆の表情から全体の雰囲気を読み取ることができる。このように複数の物体の特徴の概要を瞬時に
把握する仕組みをアンサンブル知覚という。本研究では、幼児やヒト以外の動物のアンサンブル知覚を調べるこ
とにより、この仕組みが発達や進化の過程でどのように生じたのかについて検討した。幼児では表情や色のアン
サンブル知覚の証拠は得られたものの、成人に比べると正確でないこと、チンパンジーも大きさや色のような単
純な特徴の概要を知覚することが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 ヒトは、集団の人々の表情や視線から全体の「雰囲気」を把握することができる。表情や視線
だけでなく、複数の対象の大きさや色、運動、位置などの全体的な特徴についても瞬時に把握す
ることができる。このように情報の概要を知覚する仕組みは、時々刻々と変化する環境で起こる
イベントを予測し、適切に行動する上で、重要だと考えられる。このように、複数の対象から統
計情報（平均や分散など）」を瞬時に抽出することを、アンサンブル知覚(ensemble perception)と
いう。 
ヒトを対象とした視覚認知研究から、物体の大きさや色のような比較的単純な特徴や、顔の表
情のような比較的複雑な特徴において、アンサンブル知覚が生じることが示されている。しかし
ながら、これらのアンサンブル知覚が共通のメカニズムによるものかどうかについては、議論が
分かれており（e.g., Haberman, Brady, & Alvarez, 2015）、メカニズムの詳細については十分に解明
されていない。 
 これまで、我々は、アンサンブル知覚のような統計情報を利用した高速な情報処理のメカニズ
ムが、どのように生じたのかという問いに答えるため、ヒトとそれ以外の動物を比較する比較認
知科学の視点から、アンサンブル知覚について検討してきた（Imura, et al., 2017）。その結果、ヒ
トに最も近縁な種であるチンパンジーも、複数の円の大きさの「平均」を知覚できることが示さ
れた。このことから、大きさのような比較的単純な特徴のアンサンブル知覚については、少なく
ともチンパンジーとヒトにおいて共通のメカニズムが存在することが示唆される。しかし、ヒト
以外の動物が、大きさ以外の特徴の平均やその他の統計情報を利用できるかどうかについては
明らかでない。また、アンサンブル知覚のメカニズムの発生過程から基盤となるメカニズムを検
討するためには、系統発生だけでなく個体発生、すなわち、アンサンブル知覚の発達過程につい
ても検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 アンサンブル知覚のメカニズムについて、発達および進化の視点から明らかにすることを目
的とする。そのため、成人と乳幼児、チンパンジーを対象に、単純な特徴から複雑な特徴までを
含むアンサンブル知覚の能力について検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)表情のアンサンブル知覚 
幼児における表情のアンサンブル知覚について、4,5
歳児 16 名と大学生 6 名を対象に検討した。参加者は
コンピュータ画面上の左右に、1枚ずつ（単独条件）、
あるいは 4枚ずつ（アンサンブル条件, 図 1）、表情画
像が 1秒間提示されるのを観察し、「どちらの方がより
楽しそうか」について、画面に触れて答えた。単独条
件、アンサンブル条件のそれぞれにおいて、表情画像
が正立で提示される条件と、倒立で提示される条件
の合計 4 条件を設けた。表情画像には、成人男性 6
名、成人女性 6 名の中性表情と喜び表情を 0%から
100%までの 20%ごとの割合で合成したモーフィング画像を使用した(Ueda, et al., 2020)。アンサン
ブル条件では、喜びの表情の強度が異なる 4枚の「平均」の表情を知覚した上で、より楽しそう
な方を選択することが求められた。 
 
(2)色のアンサンブル知覚 
①幼児における色のアンサンブル知覚 
6〜9 歳児 41 名と 9〜12 歳児 32 名を対象とした。参加児は、タブレットの画面上に提示され
る 4枚の画像の中から好きな配色のものを 1つだけ選択した。画像は、WikiArt.org より収集し
た、抽象画、人物画、静物画の 3つのカテゴリにつき 8枚ずつからなる 24枚の絵画を用いた。
画像の色相のみを 0度（オリジナル画像）から 90度、180 度、270 度回転させたものを作成した
（Nasciment, et al., 2017; Nakauchi, et al., 2022）。 
 
②チンパンジーにおける色のアンサンブル知覚 
 京都大学のチンパンジー6個体を対象に調べた。参加個体は、コンピュータ画面上に提示され
る 6枚の画像の中から、1つだけ「配色」の異なるものを探す視覚探索課題をおこなった（図 2）。
画像は、幼児の研究と同様、抽象画、人物画、静物画の 3つのカテゴリにつき 8枚ずつからなる
24 枚の絵画を用いた。画像の色相のみを 0 度（オリジナル画像）から 90 度、180 度、270 度回
転させたものを作成した。視覚探索課題では、180 度回転画像から 0度(オリジナル)画像を探索
する条件と、270 度回転画像から 90度回転画像を探索する条件を設けた。 
 

図 1. アンサンブル条件の刺激配置例. 



４．研究成果 
(1)表情のアンサンブル知覚 
 成人や幼児が表情のアンサンブルが知覚できるならば、表情が正立で提示される条件では、ア
ンサンブル条件でも単独条件と同じくらいすばやく正確により楽しそうな方を選択できると予
測した（Sweeny, et al., 2015）。また、表情が倒立で提示される条件では、正立提示よりも正答率
が低下し反応時間が増加する（倒立効果）と予測した。 
成人では、すべての条件間で差がなく、平均正答率がいずれも 90%以上であった。4,5 歳児で
は、成人と同様、正立の単独条件とアンサンブル条件、倒立の単独条件とアンサンブル条件の間
に、正答率と反応時間の両指標で差が認められなかった。一方、正立-単独条件と正立-アンサン
ブル条件の正答率のみがチャンスレベルよりも高く、倒立効果が生じた。 
以上の結果から、成人では天井効果によりアンサンブル知覚の証拠を得ることが困難であっ
たものの、4,5 歳児では、正立の単独条件とアンサンブル条件の正答率や反応時間に差がなかっ
たことは、表情のアンサンブルを知覚できた可能性を示すものである。4,5 歳児の正答率は成人
と比べて全体的に低いことから、アンサンブルを知覚は発達とともに精緻化すると考えられる。
本研究の結果とこれまでの知見から、4,5 歳頃から大きさや表情のアンサンブル知覚が出現する
ことが示唆されたが（Sweeny, et al., 2015）、両者が共通のメカニズムに基づくものか否かについ
てはさらなる検討が必要である。 
 
(2)色のアンサンブル知覚 
①幼児における色のアンサンブル知覚 
 これまでのところ成人では、初見の絵画でも、オリジナルに近い配色が最も好まれ、絵画のカ
テゴリや文化によらず原画配色に対する選好が生じることが示されてきた。一方、本研究の結果、
6〜9 歳では原画配色への選好はまだ見られず、9〜12 歳になると人物画や静物画でのみ原画配
色への選好が生じることが示された。これらの結果は、色のアンサンブル知覚が、6歳から 12歳
にかけて発達する可能性と、色のアンサンブルへの選好や選択バイアスが 6歳から 12 歳にかけ
て発達的に変化する可能性を示唆するものである。 
 
②チンパンジーにおける色のアンサンブル知覚 
 チンパンジーでは、原画に近い配色（0度）を探す条
件と原画とは異なる配色（90 度）を探す条件で、いず
れがターゲットをすばやく正確に検出できるかを比較
した。チンパンジーにも、成人のような原画配色に対
する選好が見られるのであれば、他の配色に比べてよ
り流暢に処理されると予測した。その結果、予測どお
り、抽象画、人物画、静物画のすべてのカテゴリにお
いて、原画に近い配色を探す条件の方が原画と異なる
配色を探す条件に比べ、より正確に検出できることが
示された。以上の結果は、チンパンジーが色のアンサ
ンブルを知覚する可能性を示唆している。 
 以上の結果は、大きさや色のアンサンブルについて
は、ヒトとチンパンジーにおいて共通のメカニズムが
存在する可能性を示唆するものである。 
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